
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年 1月 17日（水）、当会啓発

グループが制作した「奈良まほろ

ばかるた」の記者会見を県文化教

育記者クラブで行い、新聞各紙や

NHK ニュースで大々的に報道され

ました。2月 12日（月・祝）の新

春交歓会でも初のかるた大会を

行い、大いに盛り上がりました。 

    （専務理事 鉄田 憲男） 

奈良の誇りを「ワンフレーズ」で 

かるたの読み札と解説文の原案

は会員の米谷
よねたに

潔
きよし

さんが作り、啓発

グループでブラッシュアップ。絵

は絵本作家のなかじまゆたかさん

（橿原市在住）に描き下ろしてい

ただきました。かるたはクラブ

ツーリズム奈良旅行センター（近

鉄奈良駅ビル 5 階）などに置いて

いますが、在庫がすぐに底をつく

ほどの人気を博しています。 

 

 

 

 

 

 

 

かるたと原画は、かるたに登場

する春日大社に奉納しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3回 Nara観光コンシェルジュ 

2 月 17 日（土）「第 3 回 Nara

観光コンシェルジュアワード」の

最終選考が行われました。選考に

残った 4 人はいずれも当会会員。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終プレゼンテーションの結

果、露木基勝さんが最優秀賞、松

永佳緒莉さんが優秀賞に輝きま

した、おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

奈良新聞「明風清音」に連載開始 

奈良新聞が毎週水曜日に掲載

している随筆欄「明風清音」に鉄

田への執筆依頼があり、1 月から

連載が始まりました。原則として

毎月第 3水曜日、観光に関する提

言などを掲載していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県婦人会館の「公開講座」 

当会が講師を派遣している古

都奈良アカデミー（県婦人会館主

催）では年に 1回、公開講座を開

催しています。今年度は 2月 3日

（土）県文化会館で歴史講座「天

才仏師！運慶を知る」と題し、60

分の講演を 2本実施しました。 
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【こ】どもらに誇り伝える「奈良まほろばかるた」 
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奈良新聞「明風清音」（2/21 付） 

 
かるた制作発表記者会見（1/17） 

 
春日大社の花山院宮司と（2/11） 

 
米谷さん（右）となかじまさん（同日） 

 
露木さんの受賞の弁（2/17） 

 
露木さんと松永さん（同日） 



まずは鉄田が｢運慶とその時代｣、

浅井博明さんが｢運慶とその作品｣。 

昨年東京国立博物館で大人気を

博した運慶の講話ということで、多

くの方にご参加いただきました。 

初の「新春交歓会」を開催 

これまで当会では年末に納会を

開催してまいりましたが、今年度は

初の新春交歓会（新年会）を 2 月 12

日（月・祝）奈良ロイヤルホテルで

開催しました。

 第 1部（シンセサイザーによるコ

ンサート、研究発表会、かるた大会）

には 97 人、第 2 部の懇親会には 76

人が参加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表会では、鈴木英一さん

が「世界遺産『大和の参詣道』と

スペイン『サンティアゴ･デ・コン

ポステーラ』を歩く」をご講演。

あまり聞く機会のないお話に、皆

さん興味深く耳を傾けていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会では、今後も新たなアウト

プットに果敢にチャレンジして

まいります。皆さん、ご協力をよ

ろしくお願いいたします！

 

 

雪丸 Café Poem 

 

 

 

 

 

 

 

 

王寺町にある達磨寺には聖徳

太子の愛犬であったといわれる

犬の石像があります。人間の言葉

を話し、お経を唱えたといわれる

スーパー犬でした。その言い伝え

にちなんで誕生したのが、王寺町

公式キャラクターの雪丸です。癒

し効果バツグンのルックスに

年々人気が高まり、日本一高貴な

ゆるキャラとして活躍中です。 

JR 王寺駅に直結した、りーべ

る王寺東館 5 階、王寺町地域交流

センター内にある「雪丸 Café 

Poem」の一画には雪丸オリジナ

ルグッズが勢揃いしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中でも人気を呼んでいるのが

その愛くるしい雪丸の真っ白な

姿をイメージしてつくられた

ケーキ「ゆきま～る」です。顔の

部分は柔らかな大福餅のような

皮で包まれ、烏帽子はチョコクッ

キーでできています。季節ごとに

変わる中身はショコラ味、抹茶味、

キャラメル梨味など期間限定の味

が登場します。さて今年はどんな

味のゆきま～るに出会えるでしょ

うか。雪丸カフェはスイーツだけ

でなくリーズナブルなランチメ

ニューも充実しています。 

比較的古墳の少ない王寺町で

メジャーではありませんが、穴場

的な横穴式石室が見学できる県

史跡畠田古墳や、奈良県側と大阪

府側の眺望が素晴らしい明神山

などがあります。自然も歴史も楽

しめる王寺町散策の際にホッと

一息、立ち寄ってみてはいかがで

しょうか。 

奈良県北葛城郡王寺町久度2丁目

2－1 りーべる王寺東館 5 階 

電話 080-9127-6955 

定休日 水曜日・年末年始 

（道崎 美幸） 

 

シリーズ「うまいん奈良」 

－２－ 

 
藤井哲子さんの演奏とお話（2/12） 

 
人気のケーキ「ゆきまーる」 

 

鈴木英一さんの研究発表（同日） 

 

当会初のかるた大会（同日） 

 
小倉涼眞尼さんの講演（2/24） 



 

JR「北宇智駅」のスイッチバック跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五條市にある JR 和歌山線の

「北宇智」駅は奈良県唯一のス

イッチバック駅として知られて

いました。「五条」駅を出た王寺行

きの列車は、分水嶺の重阪
へいさか

峠を越

え、「吉野口」駅をめざします 

その途中の勾配途中に設けら

れた駅が「北宇智」です。スイッ

チバックと言っても Z 字型線路

の折返しで高度を稼ぐものでは

なく、急行など「北宇智」に止ま

らない列車は通過できますが、SL

やディーゼルなどの、停車列車は

急勾配の途中で止まると再発進

できないため、駅部分を平坦な折

り返し線としたものでした。 

「五条」から来た列車は駅の斜

め下を通り過ぎて高田寄りの折り

返し線で停止後、反対方向へ発車

し、行き止まりの平坦な「北宇智」

駅のプラットホームに到着。その

後再度向きを変え「吉野口」へ向

かって勾配を登っていきました。 

その後電車の性能が上がり、勾

配の途中で止まっても再発進が

可能となったため、2007 年 3 月

17 日を最後にスイッチバックは

廃止。坂の途中に駅ホームが設け

られました。しかし、その背後に

はスイッチバック時代の行き止

まりプラットホームの跡が、今も

草に埋もれながら残っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小林 誠一） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

市杵島神社のコグリ石 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推古 13（605）年に斑鳩宮に居

を移した聖徳太子が、斑鳩宮から

飛鳥へかようとき通ったとされ

る太子道・筋違道は、現在斑鳩の

南東端から飽波神社の方へ斜行

しながら延びて、安堵町窪田に至

ります。そして、三宅町屏風から

伴堂、黒田、保津と途切れながら

も痕跡が残っています。その延長

線上にある多神社の近くに少し

痕跡を留めているものの、多集落

以南は、後の藤原京の大規模な造

成で太子道の痕跡は殆んどあり

ません。でも最終的には明日香村

豊浦に至ったのでしょう。 

多神社の延長線上に市杵島
いちきしま

神

社（橿原市新賀町）が祀られてい

ます。住宅地にあるこぢんまりと

した神社です。創祀や由緒など定

かではありませんが、近世の神社

で、一番古い記録が 1723 年のも

のだそうです。しかし何故か境内

にコグリ石と呼ばれる中央を大

きくえぐった石造物があります。

兵庫県加古川市の竜山石で、推古

朝のものと考えられています。 

底に正方形の孔を貫通させ、縦

には大きな円形の穴をあけ、柱を

立てたのではと思える細工がし

てあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この辺りで筋違道を造る際に

儀式として使ったのか、高い柱を

立てたのか、一度訪れて想像して

ください。近鉄大和八木駅北へ徒

歩約 10分です。 

（豊田 敏雄） 

―――――――――――――― 

次号は、広報 Gの大谷巳弥子さ

んにバトンを渡します。お楽しみ

に。（バトンを引き継いで頂ける

方は広報 G までご連絡ください） 

シリーズ「奈良県の鉄道遺産」 

 

 
スイッチバック時代の「北宇智」駅 

右が平坦な折り返し線、左の勾配を 

登り「吉野口」へ向かう列車 

レアスポット 

 

－３－ 

 
現在の「北宇智」駅 

左が勾配途中に設けられた現在のホー

ム、右がスイッチバック時代の平坦な

行き止まりホーム 

 
市杵島神社 

 
コグリ石 



＜編集後記＞ 

こんにちは。ようやく暖かくなってきましたね。この冬は寒い日が多いように思いましたが、春は必ずやって

来ます。これからの季節は、いろんなところへ出かけたくなります。これまでのソムリエの風やつれづれ日記を

参考にして出かけてみましょう。 

（広報Ｇ）秋山・大谷・窪田・川邊・小林(誠)・雑賀・沢田・豊田（敏）・永井・中村・廣岡・二上・松森・吉川 

 “第 6回通常総会、講演会、懇親会”のお知らせ！ 

日 時：平成 30 年 6 月 17 日（日）13 時より 

場 所：奈良ロイヤルホテル 

記念講演：森下惠介氏  

「大寺の成立と展開 ～飛鳥から平城へ」 

 

 

甘樫坐神社の盟神探湯神事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年 4月の第一日曜日（平成 30

年は 1日）、明日香村の向原寺の南

西にある甘樫坐
あまかしにいます

神社では豊浦、

雷地区の氏子達により盟神探湯
く が た ち

神

事が営まれます。 

盟神探湯とは古代の呪術的裁判

法で、宗教、法律、道徳が未分化

で呪術的観念が支配的な文化段階

において正邪を判断するために用

いられた方法です。 

対象となる者に、神に潔白を誓

わせた後、釜の中の熱湯に手を入

れさせ、正しき者は無事で偽りの

ある者は大火傷を負うというもの

です。 

『日本書紀』には允恭天皇４年

(415)、氏姓の混乱を正すために甘

樫の神前で湯を釜に入れて盟神探

湯が行われたと記載されています。 

境内の立石近くに古い湯釜が据

え置かれ、拝殿で氏子達がお祓い

を授かり、14:00、甘樫坐神社の宮

司が板木を鳴らして神事が始まり

ます。 

宮司が立石の前の湯気の立つ釜

に向かい、大幣でお祓いをして、

その釜の中に米と神酒と塩を入れ

ます。次に祝詞を読み上げ、熊笹

の大きな束を釜の中に浸し、その

熊笹の束を掲げ、境内の参列者に

お祓いをします。 

それが終わると飛鳥時代の衣装

を着た劇団の寸劇が始まります。

ある事件が発生し、3 人の容疑者

の裁判が行われ犯人が判明する筋

書きで、楽しく盟神探湯神事を再

現しています。 

最後に参列者全員が熊笹で身を

清めて全ての儀式が終了します。 

嘘、偽りを正し、爽やかに暮ら

したいという人々の想いが伝わる

神事です。 

（保存継承グループ・中辻 安以子）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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特定非営利活動法人 奈良まほろばソムリエの会 

            事務所所在地：〒630-8001  奈良市法華寺町２５４－１       

株式会社奈良ロイヤルホテル内 

ホームページ：http://stomo.jp/ 

メールアドレス：info@stomo.jp 

つれづれ日記（ブログ）：http://nara-stomo.seesaa.net/   
 

シリーズ「大和の伝統行事」 

 

立石の前で、劇団による 

盟神探湯神事の再現風景 

 
HP の QRコード 


